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1. 背景と目的 
スマートスピーカーとは，Google Home や

Amazon Echoといった，対話型の音声アシス
タント機能を備えた音声スピーカーである．ス

マートスピーカーは主に，スピーカー，高性能

マイク，インターネット接続機能を備えており，

人間が音声で呼び掛けることで，その内容に沿

った対応を行う．例えば，スマートスピーカー

に「今何時ですか」と音声で呼び掛けると，現

在の時刻を聞くことができる． 
スマートスピーカーの拡張機能は，個人でも

開発・公開することができる[1]．2018年には
スキルの追加ができる Amazon スキルストア
が日本語対応され，大きく注目されている． 
本研究では，スマートスピーカーである

Amazon Echoに呼び掛けると，温度センサで
室温計測をし，現在の室温を答える IoTシステ
ムの開発を目的とする． 
 
2. Alexaとスキル 

Alexaは，Amazonが開発した AIアシスタ
ントサービスで，主に Amazon Echoや，Echo 
Dotなどのデバイスで動作する，図 1は，本実
験で使用した Echo Dotである． 
スキルとは，これらのデバイスで動作するプ

ログラムであり，スマートフォンにおけるアプ

リのようなものである．Amazon Echo は約

1500 個のスキルから好きなものを選んで有効
化することができる．また，個人でスキルを開

発し，それを公開することもできる． 
本実験では，Amazon Developerの Alexa開
発者コンソールと，発話に対する処理を行う

AWSのLambda関数を用いてスキルを開発し
た．これは，クラウドコンピューティングサー

ビスである AWS（Alexa Web Service）の
Lambda上で利用できるプログラムである． 

 
3. 室温計測システム 
本研究では，スイッチサイエンス製の ESPr 

Developer（ESP-WROOM-02 開発ボード）[2]
と，温度センサをブレッドボードに挿して接続

し，温度データを ESPr Developer でWi-Fi接
続して送る．ESPr Developerは，Wi-Fiモジ
ュールとUSBシリアル変換器を内蔵した開発
ボードであり， USBで PCと接続し，環境設
定をすることで，Arduino IDE による組み込
みプログラミングが可能になる．そして，プロ

グラム内で SSID とパスワードを書くことで
そのアクセスポイントに接続できる． 
開発した室温計測システムを図 2に示す． 

図 1	 Amazon Echo Dot 図 2	 ESPr Developerと温度センサ 



 
4. IoTシステムの構成 
本研究で開発しようとした IoT システムの
流れを図 3に示す． 

Amazon Echoに「温度を測って」と呼び掛
けると，Alexaスキルから室温計測システムに
温度計測命令を送り，受け取った温度データを

Alexaスキルに渡して返答する． 
スキル開発には Alexa 開発者コンソールと

AWS Lambdaを利用した．Alexa開発者コン
ソールでは，呼び出し名，サンプル発話，バッ

クエンドサーバなどを指定した．AWS 
Lambda では発話の処理を行うプログラムを
書いた． 
 
5. 開発したシステム 
本研究で開発した Alexa スキル，室温計測
システムは動かせるようになった． 
室温計測システムは，温度センサで室温を計

測し，Wi-Fi に接続するところまで完成した． 
Alexaスキルは呼び出し名を「温度計測」と
し，サンプルの発話に「温度を測って」，「測っ

て」と設定した．バックエンドサーバには，こ

れらの発話の返答を行うプログラムが保存し

てある AWS Lambdaを指定した．上記のよう
に呼びかけると，適当な温度を答えるようにな

っている．そのシミュレータを図 4に示す． 
しかし，これらを連携する IoTシステムが作
れず完成させることができなかった． 

 
6. 課題 
今後，IoTシステムを完成させるには 2つの
方法があげられる．1つは，AWS Lambdaを
このまま利用し，新たに AWS IoTという，イ
ンターネットに接続されたデバイスとAWSク
ラウドとの双方向通信が可能になるサービス

を利用して開発する方法である．AWS 
Lambdaと連携しやすいが，IoTデバイスと通
信を行う場合 AWS IoT で認証するための証
明書などが必要になる． 
もう 1 つの方法は AWS Lambda を利用せ
ず，独自の Web サーバを利用して，IoT シス
テムを開発することである．しかし，サーバの

運用が発生する問題がある． 
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図 3	 システムの構成 

図 4	 開発したスキルの会話テスト 


